






















































正の方法を開発したが、これは論文として発表した (Hanaoka, 2009, PASJ 61, 357-365)。
今年度も昨年度に引き続き較正データ取得を中心に実験を行っており、ドームレス望遠鏡
の鏡の偏光パラメーターを求める観測を、4861～6842Åの昨年度より拡張した波長範囲
で行った。毎年このような測定を行うことで、偏光パラメーターの経年変化を求めること
ができる。
2. 補償光学
昨年度末に、飛騨天文台・北見工大との協力により、我々の実験装置をドームレスの 2
階に常置することができた。現在太陽活動極小期で黒点がなかなか現れず補償光学の実験
が行いにくいこと、また地上観測の将来計画のためのシーイング測定においては、大気モ
デルと、その大気を通過した光が複数開口を経て結像した画像のシーイングによる乱れと
の関連を正しく把握しておく必要があること、という背景から、今年度はこの常置した装
置を Shack-Hartmannセンサーとして用いるためのソフトを開発し、太陽のリムの像によ
るシーイングの研究に用いた (川手修論)。別に記載 (pp.18-19)の結果にあるように、シー
イング測定に用いられるDIMMのデータの性質を研究することができた。
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